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@ 次 に 挙げ る も の は 、 特 別 な 出来 事 - つま り 日 常 的 な 状況 、 困 難 な 状 況 、 特 別 な 状況 - 
に お いて 唱え られ る ズ ィ イクル で す 。 


① 日 常 的 状況 に お ける ズ ィ ク ル 


@ 食事 や 着衣 の 際 に 唱え る こと : 


前 アッ ラー の 使徒 

( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 食 事 を 終え た 後 、“ 私 の 力 が 少し 
旨い 
維 あ れ 。” と 言っ た 者 は 、 そ れ 以 前 に 犯し た 罪 を 赦 き され る で あろ う 。 ま た 着衣 し た 後 、“ 私 
の 力 が 少し も 介在 し な いと ころ に お いて 、 こ の 衣服 を 私 に お 恵み に な られ た アッ ラー に こ 
そ 全て の 賞状 あれ 。” と 言っ た 者 は 、 そ れ 以前 に 犯し た 罪 を 薇 され る で あろ う 。」 (アプ 
ー・ ダ ー ウ ー ド と アッ = ニティ ルミ ズィー の 伝承 り 








@ 新調 の 衣服 を 着用 し た 際 に 言う こと と 、 言 われ る こと : 





ュー アプ ー・ サ イー ド ・ ア ルー テ フ ド ッ ゥ リー (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし 

た : |! アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 長 衣 で あろ うと ター バン 
で あろ うと 、 新 し い 衣 類 を 着用 する 時 に は アッ ラー の 御名 を 唱え まし た 。 そ し て こう 言い 
まし た : "アッ ラシー よ 。 学 て の 護 美 ほ あ ぶた に こそ あれ 。 あ な た こそ が 私 に これ を 着 下 て 
下さ いま し た 。 こ れ に ある 良き も の と 、 こ れ に よっ て 得 ら れる 良き も の を 与え て 下さ いま 
す よ うに 。 そ し て あな た に そこ に ある 悪し きも の と 、 そ れ に よっ て 得 ら れる 悪し きも の か 
ちの ご 加護 を 求め ます 3."」 ア プー・ パ スラ は に こ 5 言っ て いま す : 預言 著 ( 徐 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 教 友 た ち は 誰 か が 新しい 衣服 を 着用 し た 時 に は 、 彼 に こう 言っ 
た も の で し た : “(その 服 が ) 着 古 さ れ 、 そ の 後 更に アッ ラー が 新しい 物 を 与え て 下さ いま 
まず よう 。 9 ] (7 ブー・ ダ ゲー リー と アッ ウッー ディ ルミ ペイ ー の 伝承 9 


























1 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4023) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3394) 、 
スナ ン ・ ア ッ テ ニティ ルミ ズィー (3458) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ルミ ズィー (2751)。 文章 は ア 
ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

2 訳者 注 : つま り そ の 衣服 を アッ ラー へ の 服従 や 祭 拝 行為 に 用 いれ ば 、 そ れ に よっ て 報 奨 が 得 ら れ ま す 
が 、 そ の 衣服 を アッ ラー へ の 反逆 行為 や 不服 従 に 用 いれ ば 、 そ れ に よっ て 人 罪 が 得 ら れる こと に な り ま す 。 

3 訳者 注 : つま り そ の 衣服 が 着 古 さ れ 、 そ の 後 別 の 新しい 衣服 を 得る 時 が 来る まで 長生 き し ま す よ うに 
と いう 意味 で す 。 

4 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4020) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3393) 、 
スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (1767)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (1446)。 文章 は ア 
ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
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2 クー ワン ペー ツリ ルル s セン トド ト ィ ポー リド (人 代 克 に アッ ラー の ご 漬 代 あれれ) 財 言 いま し 
た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 、 黒 い 模様 付き の 
絹 織 り の 服 を 含む 何 枚 か の 衣類 が も っ て 来 ら れ ま し た 。 (アッ ラー の 使徒 は 人 々 に ) 言い 
まし た : “この 絹 織 り の 模様 付き の 服 を 、 誰 に 着せ た ら よ いと 思う か ?” する と 人 々 は 映 
03AAA で も まし だ た 。 (7 みみ ジ ー の 便 人 待 は ) 言い まし た ソン ムク ーッ ツボ を 連れ で 米 
な さい 。” そし て 私 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 連れ て 来 ら 
れ 、 彼 の 手 で も っ て それ を 着せ られ まし た 5。 そ し て 彼 は 私 に 2 回 、 こ 2 う 言い まし た : “( そ 
の 服 が ) ぼろ に な り 、 着 古 さ れる まで あな た が 長生 き し ま す よ う 。” そし て 彼 は その 絹 織 
り の 服 の 模様 を 眺め 、 私 に 向かっ て それ を 指 差し て こう 言い まし た :“ ウ ン ム ・ ハ ー リ ド 、 
これ は 綺麗 だ な 。"」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 6) 






































@ 家 に 入る 時 に 唱え る こと : 





ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “人 が 自分 の 家 に 入る 折 や 食事 の 
際 に アッ ラー の 御名 を 唱え れ ば 、 シ ャ イタ ー ン は (その 仲間 た ち に 向かっ て ) こう 言う : 
「 こ こ に は あな た 方 の 寝 泊り 出来 る 場所 も な けれ ば 、 夕 食 も な い 。」 そ し て も し 家 に 入っ 
た 時 に アッ ラー の 御名 を 唱え な けれ ば 、 シ ャ イタ ー ン は (その 仲間 た ち に 向かっ て ) こう 
言う : 「 ね ぐら に あり つい た ぞ 。」 そ し て 食事 の 際 に アッ ラー の 御名 を 唱え な けれ ば 、 シ ャ 
イタ ー ン は (その 仲間 た ち に 向かっ て ) こう 言う :「 ね ぐら と 食事 に あり つい た ぞ 。」"」 
(ムスリム の 伝承 の 





@ 家 を 出る 時 に 唱え る こと : 


1ー ウ ン ム ・ サ ラマ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 家 を 出る 時 に は こう 言っ た も の で し た :「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 自 
分 が 迷い 迷わ され る こと か ら 、 ま た 過ち を 犯し 犯さ れる こと か ら 、 ま た 不正 を 働き 働か れ 
る こと か ら 、 ま た 無知 に 陥り 無知 に 陥ら され る こと か ら 、 あ な た に ご 加護 を 求め ます 。」 

(アッ ニティ ルミ ズィー と アン = ニナ サ ー イ ー の 伝承 9 














2 一 アナ ス ・ プ ブン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 家 か ら 出 る 時 に 、“ ア ッ ラ ー の 御名 に お い 
て 、 私 は アッ ラー に この 身 を 委ね ます 。 そ し て アッ ラー の 他 に 諸事 を 司 り 事 象 を 変転 させ 
る 、 い か な る 威力 も な し 。” と 言え ば 、 そ の 時 その 者 は (天使 か ら ) こう 言 われ る : “あな 


た は 正しく 導 か れ ま し た 。 そ し て 心配 する こと も な く 、 ご 加護 を 受け まし た 。"” そし て シ 

















訳者 注 : 服 は 子供 用 の も の で 、 当 時 彼女 は まだ 子供 で し た 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5845)。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2018)。 
真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (8427)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー 
(2725)、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (5486) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (5061)。 
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Oo ココ 〇 O で 





ャ イ ターン た ち は 彼 か ら 遠 ざさ か り 、 互 い に こ う 言 う : “正しく 導 か れ 、 心 配 する 必要 も な 
加計 を 受け た 者 を どう や ら て 送 ね お 用 られ る らい う 9 のか が の | (アン ジー グー アー ドド と 
アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 9) 


⑯ トイ レ に 入る 時 に 唱え る こと : 





アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) は トイ レ に 入る 時 に は 、 こ う 言 っ た も の で し た : “アッ ラー よ 、 私 は あな 
た に 男女 の シャ イタ ー ン か ら の ご 加護 を 人 い ます 。"」( ア ルミ テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝 
承 19) 





⑯ トイ レ か ら 出 る 時 に 唱え る こと : 


アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) は 用 便 を 済ま せ て 出 て くる と 、 こ う 言 っ た も の で し た :「 あ な た に お 航 し 
を KR め ま す 。 | (だ アー グー ルー ドド と アッ ター ティ ルミ スイ ー の 全 ポ の 








⑯ モス ク に 赴く 時 に 唱え る こと : 


イブ ン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は ある 晩 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 共に 彼 の 叔母 の マイ ムー ナ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) の 
所 で 枯 ご じ ま し た パス て ト 申 野 する と スシ アッ スズ ノン が ジグ ゲー ン と 9 を し まし た 。 そそ 
し て アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 こ 2 言い な が ら モ スク へ 
向かっ て 家 を 出 ま し た :「 ア ッ ラ ー よ 、 私 の 心 に 光 を 、 私 の 舌 に 光 を 、 私 の 聴覚 に 光 を 、 

私 の 視覚 に 光 を 、 私 の 後ろ か ら 光 を 、 私 の 前 か ら 光 を 、 私 の 上 か ら 光 を 、 私 の 下 か ら 光 を 
お 与え 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 に 光 を お 与え 下さ い 。」( ア ルー テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝 
承 14) 











⑯ モス ク に 出入 りす る 時 に 唱え る こと : 





9 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5095) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4249) 、 
スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (3426) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (2724)。 文章 は ア 
ブー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
10 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (142) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (375)。 
1 訳者 注 : 排便 に より 身体 的 に 清め られ た 後 、 更 に 精神 的 な 汚れ で ある 罪 の 赦し を 請う と いう 意味 が 含 
まれ て いま す 。 
12 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (30)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (23) 、 ス 
ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (7⑦)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (7)。 
13 訳者 注 : アザ ー ン は 礼拝 時 間 を 知ら せる 呼び か け の こと 。 ム アッ ズ ィ ン は それ を 行う 者 。 
14 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6816) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (763)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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1 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア メル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 六 言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は モス ク に 入る 時 に は こう 言っ た も の で し た : 
「 私 は 偉大 な る アッ ラー に 、 そ の 尊い 御 顔 に 、 そ し て 原初 より の か れ の 権威 に お いて 、 呪 
お わ 和 れ だ ジャ イタ ー ン から の ご 加計 を 与え て 下さ きる よう 求め ます | (デジ ーッ ター クー ド の 
伝承 め ) 





2 一 「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 、 そ し て アッ ラー の 使徒 に 祝福 と 平安 あれ 。 ア ッ ラ ー よ 、 
あな た の ご 慈悲 の 扉 を 私 に お 開き 下さ い 。」 

EUC 江 才 みみ 沈 上 四 る 時 (は 、 どう 9 言い まじ た だ | アッー の 和 衝 におい く 、 グッ クー ジー の 
使徒 に 祝福 と 平安 が あり ます よう に 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 に あな た の 恩恵 を お 恵み 下さ い 。」 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ は この 伝承 を 次 の 言葉 と 共に 伝え て いま す :「 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 呪 わ れ 
し 悪魔 か ら お 守り 下さ い 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ と イブ ン ・ ア ッ テ ス 
ン ニ ー の 伝承 16) 











@⑯ 新 月 を 見 た 時 に 唱え る こと : 


タル ハ ・ ブ ン ・ ウ バイ ドッ ラー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 新 月 を 見 た 時 に は 、 こ う 言 っ た も の で し た :「 ア ッ ラ 
ー よ 、 祝 福 と その 継続 と 共に 、 そ し て 平安 と その 継続 と 共に 新 月 を お 見 せ 下 さい 。 私 と あ 
な た の 主 は 、 ア ッ ラ ー で す 。」( ア ッ ニ ティ ルミ ズィー と アフ マ ド の 伝承 1) 





@⑯ デ デ ゲー ン (礼拝 へ の 呼び か け ) を 聞い た 時 に 唱え る こと : 


ニア ンド ラー ダグ シャア ルッ プシ ジ シャ アル ゲー シス (代り だ アッ テー の ご 清 層 め 
れ ) は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 次 の よう に 言う の を 聞き まし 
た :「 デ ゲー ン を 聞い た ら 、 彼 が 言う よう に (後に つい て ) 言う の だ 。 そ れ か ら 私 に 対し 
て の 祝福 を 祈願 する 言葉 を 上 げ よ 。 私 に 1 回 祝福 を 祈願 する 者 に は 、 ア ッ ラ ー が 彼 の た め 
に その 10 倍 の ご 慈悲 を か け て 下さ る 。 そ れ か ら 私 の た め に 、 ア ッ ラ ー に アル テア ジス アァ アー 
ラ (か れ の 御 許 で の 高い 位階 ) を を う の だ 。 そ れ は 天国 に お いて 、 ア ッ ラ ー の し も ゃ も 信 の 中 
の し も べ に し か 許さ れ な い 位 階 で や り 、 私 が それ (を 与え られ る 者 ) で ある こと を 望む 。 
私 に アル ケー ジス アー ジ を を うう 者 に は 、 と りな し が 与え られ る で あろ う 。」( ム スリ ム の 伝承 


18) 








15 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (466)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (441)。 
16 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (465) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (440)、 
スナ ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (778)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (627)、 イ ブン ・ ア ッ テ ス ン 
ニー (88)。 元 々 の 伝承 は サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (713)。 

17 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ルミ ズィー (3451) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ディ ルミ ズィー 
(2745) 、 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (1397)。 ア ッ テ ス イィ イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ 、 (1816) 参照 。 

18 サ ヒ ビーフ ・ ム スリ ム (384)。 
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2 一 ジャ ー ビ ル ・ ブ ン ・ ア プ ド ッ ラ ー (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 デ アゲ ダーン を 聞い た 際 
に 、“ ア ッ ラ ー よ 、 こ の 完全 な る 呼び か け と 常 な る ダラ テー (礼拝 ) の 主 よ 。 ム ハン マ ド に 
天国 で の 位階 と 栄 准 を 与え 、 彼 を あな た が 約束 され た と ころ の 賞 共 に 溢れ た 場所 へ と 復活 
させ て 下さ い ” と 言っ た 者 に は 、 審 判 の 日 私 の と りな し が ある で あろ う 。」( ア ル = テ ブ ハ ー 
リー の 伝承 19) 





9 デー リナ ドー ダ ジダン ジッ ア ビー リッ カー スズ 000 に アデ アッ クー の で 測 悦 あ れ ) に よれ ば は 、 ア ッ メ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 デ ゲー ン を する 者 
関 時 8 ee 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 無く 、 
ムハンマド は 彼 の し も べ で あり 使徒 で ある と 証言 し ます 。 私 は アッ ラー が 私 た ちの 主 で あ 
り 、 イ スラ ー ム が 私 た ちの 宗教 で や り 、 そ し て ムハンマド が 私 た ちの 使徒 で や る こと に 満 
足し まし た ” と 言う 者 は 、 そ の 罪 を 式 さ れ よ う 。」( ム スリ ム の 伝承 20) 











② 困 難 の 際 の ズ ィ ク ル 


⑯ 辛く 悲し い 時 に 唱え る こと : 


1-ー イ ブン ・ ア ッ パ ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 辛い 時 に は こう 言っ た も の で し た : 「 偉 大 か つ 
寛大 な アッ ラー 以外 に 真 に 財 拝 すべ きも の は な く 、 倍 大 な る 玉座 の 主 で ちる アッ ラー 以外 
に 真 に 笛 拝 すべ きも の は な く 、 天 地 の 主 ・ 貴 い 玉 座 の 主 ア ッ ラ ー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも 
の は あり ませ ん 。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 31) 








2 一 そし て ムスリム の 伝え る 伝承 に は こう あり ます : 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
と 平安 あれ ) は 何ら か の 災厄 を 被っ た 時 に は 、 こ う 言 っ た も の で し た ・・・ 以 下 上 記 の 伝 
承 と 同文 、( ム スリ ム の 伝承 22) 








2 まし た 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ズー・ ア ン テ 
ニコ R の まり コリ の る の の 「 あ な た の 
他 に 真 に 系 拝 す べき いか な る も の も あり ませ ん 。 凡 高 な る お 方 よ 。 私 は 実に 不正 者 の 仲間 














19 ・ ア ル テ ブ ハー リー (614)。 
・ ム スリ ム (386)。 
・ ア ル テ ブ ハー リー (6346) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2730)。 


・ ム スリ ム (2780)。 


| 
N 


20 
21 
22 


キキ 
| 
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で し た 」 と ムスリム が 呼び か けれ ば 、 ア ッ ラ ー が 彼 に 応じ られ な いこ と は な いで あろ 


う 。"”」( ア ッ テ ニティ ルミ ズィー の 伝承 23) 
@ 恐怖 心 を 抱い た 時 に 唱え る こと : 
サウ バー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 


と 平安 あれ ) は 恐怖 を 覚え た 時 に 、 こ う 言 っ た も の で し た :「 か れこ そ が 主 。 私 は か れ に 
いか な る も の も 並べ た り は し な い 。」 (アンテナ サー イー の 伝承 24) 





人 @ 心配 や 悲し み に 環 わ れ た 時 の 唱え る こと : 





メグ ドウ ウー ドジ ジィ マ スウ ツー ド (0 に アッ クー の ご 清 民 あ れ ) は 言い まし ん た 0 アッ 

ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “心配 や 悲し み に と ら 

われ て も この よう に 唱え れ ば 、 ア ッ ラ ー は その 心配 と 悲し み を 消し 去ら れ 、 そ の 代わ り に 
喜び を も た らし て 下さ る で あろ う : 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の し も べ で で す 。 あ な た の 男 

の し ゃ も べべ の 人 息子 で 、 あ な た の 女 の し も べ の 息子 で す 。 私 の 前 髪 は あな た の 御手 に 委ね られ 
て いま す 25。 あ な た の 私 に 対す る 裁定 は 既に 成 さ れ 、 私 に 関す る あな た の 判決 は 公正 で す 。 
私 は あな た が 自ら そう 名 付け られ た 、 あ る い は あな た の 産 典 の 中 で 下さ れ た 、 あ る い は あ 
な た が あな た の 創造 物 に 教え られ た 、 あ る い は あな た が 不可 視 な る 知識 に お いて それ を 占 
有 さ れ て いる 全て の 御名 に お いて 、 ク ルアー ン を 私 の 心 の 春 と し 、 私 の 胸中 の 光 と し 、 私 
の 悲し みや 不安 を 取り 除く も の と し て 下さ い 。」” する と ( 教 友 た ち は ) 言い まし た :“ ア 

ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 た ち は そ の 言葉 を 学ぶ べき で は な いで すか ?"” (アッ ラー の 使徒 は ) 
言い まし た : “も ちろ ん 、 そ れ を 聞い た 者 は 学ぶ べき で ある 。"」 (アフマド の 伝承 26) 














⑯ 人 々 を 世 れ る 時 に 唱え る こと : 


1 一 アプ ブー・ ム ー サ ー・ ア デル テ アシ ュ ア リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 人 々 に 対し て 恐怖 感 を 抱い た 時 、 こ う 言 
いま し た :「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら の 首 根っこ を お つか み 下 さい 。 そ し て 私 た ち は あ な た に 、 
彼ら の 諸悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アフ マ ド の 伝承 2?) 











23 真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ディ ルミ ズィー (3505)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー 

(2785)。 
24 真正 な 伝承 。、 ア ン テ ナ サー イー の 「 ア マル ・ ア ル テ ヤ ウム ・ ワ ・ ア ッ テ ラ イル 」 (657) 。 ア ッ テ ス イィ 
ルス イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハム (2070) 参照 。 
25 者 注 : 被 造物 は 全て アッ ラー の 支配 下 に ある と いう こと を 表し て いま す 。 
26 E な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (8712)。 ア ッ テ ニス ィ ル スィ イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー へ (199) 参照 。 
27 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1537)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1860) 、 
ム ス ナ ド ・ ア フ マ ャ ド (19958)。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
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2 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 望ま れる 方 法 で 私 を 彼ら か ら お 護り 下さ い 。」( ム スリ ム の 
伝承 28) 





@⑯ 瑞 と 対面 し た 時 に 唱え る こと : 





1 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 戦い の 際 、 こ う 言 っ た も の で す : “アッラー よ 、 あ な た は 私 
の 力 で 、 あ な た は 私 の 援助 者 で す 。 あ な た に よっ て ( 英 の 策略 を ) 壊滅 させ 、 あ な た 
よる で 近 従 し 。 あな た に よっ て 戦い ます 。/」( ツ フー ィ ダ ター ウー ド と アッ タッ ョ ディ ォ ル ミズ 
ィ ー の 伝承 29) 


2 一 イブ ン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 イ ブ プラー ヒー ム 

(アブ プラハ ム ) は 火 の 中 に 投げ 込ま れ た 時 に 「 私 た ち に は アッ ラー さえ いら っ し ゃ れ ば 十 
分 で す 。 そ し て アッ ラー こそ 最高 の 底 護 者 で す 」 と 言い まし た が 、 ム ハン マ ド ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 人 々 が : 6m 人 々 か ら 「 あ な た 方 (と の 戦い ) の た め に 
敵 が 集結 し て いる 。 彼 ら を 迅 れる の だ 。」 と 言わ れ て も 、 む し ろ ( 動 ぜ ず に ) アー マー ツジ 
が 増大 し 、「 ア ッ ラ ー さ えい らっし ゃ れ ば それ で 十分 な の だ 。 全 て を 請け 負わ れる お 方 の 
何と 素晴らし いこ と か 。」 と 言う 者 た ち 。QQ (クル アー ン 3 : 173) と 言っ た 時 に 、 こ の 


言葉 を 唱え まし た 。 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 3) 











人 @ 逆 に 対す る 勝利 を 願う 時 に 唱え る こと : 





アプ ドッ ラー プシ ツバ イ ・ ア レジ ァ ー ( 航 ら に アッ ラー の ざ 満 悦 あ れ ) は 言い まし 
た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 勅 壊 の 役 3 で 、( マ ッ カ 軍 
の ) ラル ジン 99 の 民 民 対し て 、 デッラ ー に こう 祈り まし た てこ デ アメ ラー よ 、 啓典 を 下さ れ た お 
方 よ 、 清 算 を 敏速 に な され る お 方 よ 、 敵 軍 を 敗走 させ て 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら を 揺 る 
が せ 敗 赴 さ せ て 下さ い 。"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 34) 





⑯ どう し よう も な いよ うな 状況 に 陥っ た 時 に 唱え る こと : 





28 サ ヒ ー フ ブフ ・ ム スリ ム (3005)。 

29 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2632) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2291) 、 
スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (3584) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (2836)。 

30 訳者 注 :「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 音 の 「8. イー マー ン と イー マー ン の 諸 特質 」 の 項 参 照 。 

31 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4563)。 

32 訳者 注 :「 置 壊 の 役 」 と は ヒジ ュ ラ 暦 5 年 に に 、 マ ディーナ の 備 信 者 た ちや ユダ ヤ 教 徒 ク ライ ザ 部 族 の 
婦 計 と 協力 を も と に マッ カ 軍 が 部 族 連合 を 結成 し 、10000 を 超え る 兵 を も っ て マデ ィ ー ナ を 包囲 し た 出来 
事 。 物 質 的 戦 カ に お いて 圧倒 的 に 劣る マデ ィ ー ナ 軍 は ベル シャ 人 サル マー ン の 提案 し た 当時 の アラ ブ 社 会 
は 斬新 的 な 勅 壌 と いう 戦略 を も っ て 対 財 し 、 ア ッ ラ ー の 御 力 を も っ て 敵 軍 を 退却 させ まし た 。 

33 訳者 注 : 謗 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の シル ク の 項 を 参照 の こと 。 

34 サ ヒ ビ ヒー ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2933) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1742)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も 
の 。 






































| 














9 





RINA いま し た : ! ア ッ ラ ー の 使徒 ( 後 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “強い 信仰 者 は アッ ラー に と っ て 弱い 
信仰 者 より も 優れ て お り 、 籠 愛 1 Pt そし て その いずれ も よき 者 な の だ 。 
あな た を 益 す る 事 に お いて 努力 し 、 ア ッ ラ ー に ご 援助 を 志ん え 。 そ し て 自分 が 無力 で ある と 
思う の で は な い 。 何 か 望ま し く な い 事 が 起こ っ て も 、「 も し こう し て いた ら 、 こ の よう に 
な ら で い た の 8)、 な どら 言っ で ほか が ら が い 。 し か し こう 言う よう に せよ :【(( ご れ は ) アッ 
ラー が お 定め に な られ た こと 。 か れ は か れ の お 望み の こと を され た の だ 」 と いう の も 、 
「 も し 」 と いう の は シャ イタ ー ン の 行い の 入り 口 だ か ら で あ る 。“"」( ム スリ ム の 伝承 5) 








@ 人 罪 を 犯し た 者 が 言い 、 ま た すべ きこ と : 





アブ ー・ バ クル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “何ら か の 罪 を 犯し 
て し まっ た し も べ で 、 よ く 身 を 清め 、 そ れ か ら 立 っ て 2 ラク ア の 礼拝 を し 、 か つ ア ッ ラ ー 
か ら の お 薇 し を を う 者 は 、 ア ッ ラ ー に よっ て その 罪 を 工 さ れ な いこ と が な いで あろ う 。” 

それ か ら (アッ ラー の 使徒 は ) この 節 を 読み まし た : そ し て 大 罪 、 あ る い は 小さ な 罪 を 
犯し た 後 で 、 ア ッ ラ ー の こと を ズ ィ ク ル す る 者 た ち ・・・ 四 」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と ア 
ッ デ ティル ミズ ィ ー の 伝承 36) 











@ 返済 不可 能 な ほど の 債務 を 抱 を て し まっ た 者 が 唱え る こと : 


1 一 アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 の も と に 1 人 の ろ タ アー ディ ァ ン 97 が 
や っ て 来 て 、 こ う 言 いま し た :「“ 私 は 自ら の 債務 を 返済 する こと が 出来 ませ ん 。 ど うか 助 
け て 下さ い 。” (アリ ー は ) 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 
安 あ れ ) が 私 に 教え て くれ た 言葉 を 、 お 前 に 教え て や ろう か ?” それ を 唱え れ ば 、 例 え お 
前 に サビ ー ル 山 ほ どの 借金 が あっ て も 、 ア ッ ラ ー が お 前 の 債務 を ご 遂行 し て 下さ る だ ろう 2 う 。 
CT2C の 生計 いま し だ 07 だ ウッ クー ルト 本 を の アク アーク の も の で いな くみ な 才 の の 
ラー ルル の も の 938 で 充分 と し て 下さ い 。 そ し て あな た の 恩恵 に よっ て 、 私 を あな た だ け で 足 
る 者 と し て 下さ い 。"」( ア ッ テ ニティ ルミ ズィー と アフ マ ャ ド の 伝承 39) 

















2 一 アナ ス ・ ブ プン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ う 言 っ た も の で し た : “アッ ラー よ 、 私 は あな た 
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35 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム (2664)。 
36 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1521) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (18346) 、 
スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ イー (38006)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2404)。 
7 訳者 注 :「 ム カー ティ ブ 」 と は 、 あ る 一 定 の 金額 を その 主人 に 支払 うこ と を 条件 に 自ら を 解放 する こ 
と を 契約 し た 、 奴 隷 民 の こと で す 。 
38 訳者 注 : ハラ ー ム と は イス ラー ム 法 上 非 合 法 と 規定 され た 物事 で 、 ハ ラー ル と は そこ に お いて 合法 と 
規定 され た 物事 。 
39 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (3563) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ルミ ズィー 
(2822) 、 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (13819)。 ア ッ テ ニス イル スィ イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー へ ハ 、 (266) 参照 。 
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に 心配 と 圧 し み 、 無 力 さ と 意 慢 、 勝 病 と 音 竹 、 そ し て 債務 の 重荷 と 人 々 の 圧 制 か ら の ご 加 
護 を 願い ます 。"」 (アルテ ブ ハ ー リ ー の 伝承 ⑳) 





@ 大 小 の 災厄 に 見 舞 わ れ た 者 が 唱え る こと : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て 忍耐 する 者 た ち に 良き 知ら せ を 伝え 
よ 。 (彼ら は ) 災難 が 降り か か っ た 時 に 「 私 た ち は 実 に アッ ラー に こそ 属し 、 そ し て 彼 の 
御 許 へ と 還 り 行く 境 刀 に あり ます 。」 と 言う 者 た ち 。 彼 ら に は 主 か ら の 祝福 と ご 慈悲 が あ 
り 、 そ し て 彼ら こそ は 正しく 導 か れ た 者 な の で ある 。 四 (クルアーン 2 : 155 一 157) 





2 一 ウン ム ・ サ ラマ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は 、 ア ッ ラ ー の 
使徒 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “本 当 に 私 た ち 
は アッ ラー に こそ 属し ます 。 そ し て 本 当 に 私 た ち は ア ッ ラ ー の 御 許 へ 帰っ て 行き ます 。 ア 
ッ ラ ー よ 、 私 が 受け た 災難 に お いて (辛抱 する こと で ) 私 に 報奨 を 与え 、 こ の 災難 の 後に 
それ より 素晴らし いも の を 私 に お 授け 下さ い 。"」( ム スリ ム の 伝承 生 ) 











@ シャ イタ ー ン と その 貴 き を 駆逐 する た め に 唱え る こと : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 急 そ し て も し シャ イタ ー ン か ら の 悪 の 嘱 き に 
よっ て そそ の か され た 時 に は 、 ア ッ ラ ー に ご 加護 を 人 如 う の だ 。 実 に か れこ そ は 全て を お 聞 
き に な り 、 ご 存 知 に な られ る お 方 で ある 。 (クル アー ン 41 : 36) 


2 一 ゲー ン (礼拝 へ の 呼び か け ) と ズ ィ ク ル の 遵守 、 ク ルアー ン の 読 論 、 アーム ・ 
アル テク ルケ シー (クル アー ン 2 : 255) の 読 褒 な ど を 行う こと 。 そ の 詳細 に つい て は 後に 触 
れる こと に し ます 。 





人 @ 怒り の 際 に 唱え る こと : 





スラ イマ ー ン ・ ブ ン ・ サ アド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 た ち は 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も と に 座っ て いま し た が 、 そ こ で 2 人 の 
男 が 互い に 墨 り 合い 始め まし た 。 そ し て その 片方 は 激 遇 し て も う 1 人 を 時 り 、 顔 を 真っ 赤 
に し て いま し た 。 そ れ で 交 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 

"私 は 彼 が それ を 唱え れ ば 、 彼 の 抱い て いる も の が 消え 失せ て し まう と ころ の 言葉 を 知っ 
て いる 。 も し 彼 が こう 言え ば :「 ア ッ ラ ー に 、 呪 われ た シャ イタ ー ン か ら の ご 加護 を 願い 


ます ・・・」”"」( ア ル = ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 る ) 























40 
41 
42 


ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6369)。 
ヒー フ ・ ム スリ ム (918)。 
ヒー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (6115) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2610)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も 


キキ 
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⑨⑧③ 特 別 な 状況 に お ける ズ ィ イク ル 


@ 雄鶏 の 鳴き 声 や ロバ の いな な き 、 犬 の 咲 え 声 を 聞い た 時 に 唱え る こと : 


1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 雄 鶏 の 鳴き 声 を 聞い た ら 、 ア ッ ラ ー か ら の お 恵 
み を を う の だ 。 と いう の も それ は 天使 を 見 た の で ある か ら 。 そ し て ロバ の いな な き を 聞い 
た の な か ら 、 デッラ ー に シヤ イタ ー ン に 対す る ご 加護 を 全う の だ らい う の も それ は 、 シャ 
イタ ー ン を 見 た の で ある か ら 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ⑬) 








ウー ジャ ー せ ルル > ブン シェ アア ドッ ラー (5 に アッ ジー の こ ご 清 憶 あ れ ) 付 言 いま し た 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 夜 に 犬 の 咲 え 
声 と ロバ の いな な き を 聞い た の な ら 、 ア ッ ラ ー に ご 加護 を 爺 う の だ 。 と いう の も それ ら は 、 
あな た 方 に は 見 えな いも の を 見 た の で ある か ら 44“"」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アフ マ ャ ド の 伝 
iD) 





@ 集まり の 場 か ら 立ち 上 が る 時 に 唱え る こと : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “無益 で か し まし い 集 まり の 場 か ら 立 
つ 前 に 、「 宗 高 な る アッ ラー よ 、 あ な た を 讃 美 し ま す 。 私 は あな た 以外 に 真 に 崇拝 すべ き 
いか な る も の も な いこ と を 証言 し 、 あ な た に お 赤 し を 如 い 、 そ し て 悔 悟 し ます 」 と 言っ た 
者 は 、 そ の 集まり の 場 で や っ た こと に 関し て 赦 さ れる で あろ う 。”"」 (アフマド と アッ テテ 
ィ ル ミズ イィ イー の 伝承 ⑯) 




















@ 病気 その 他 の 厳し い 状況 に ある 者 を 見 た 時 に 言う こと : 





イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “厳し い 状 況 に ある 者 を 見 た 時 、「 あ な 
た に 降り か か っ た 災難 か ら 私 を 守っ て 下さ っ た 、 そ し て 私 を か れ が 創造 され た 多く の も の 








43 サ ヒ ー フ ブフ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (3303) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2729)。 文章 は アル テー ブ ハ ー リ ー の も 
の 。 
44 訳者 注 : 天 か ら 下 る 様々 な 悪 や 災難 の こと で ある 、 と 言わ れ ま す (アー バー ディ ー 著 スナ ン ・ ア ブ 
ー・ ダ ー ウ ー ド 解説 「 ア ウ ヌ ・ ア ル テ マ ァ ブ ー ド 」 よ り )。 
45 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5103) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4256) 、 
ム ス ナ ド ・ ア フ マ ド (14884)。 文 剖 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
46 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (10420)、 ス ナン ・ ア ッ = テ ティル ミズ イー (3433) 、 サ ヒー フ ・ ス 
ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (2780)。 文章 は アッ テニ ティル ミズ ィ ー の も の 。 
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より 尊 ん で 下さ っ た アッ ラー に 称え あれ 。」 と 言う 者 は 、( そ の 者 に 降り か か っ た ) その 試 
練 に 遭遇 し な いで あろ う 。"」( ア ッ テ ニタ バラ ー ニ ー の 伝承 9) 


人 @ ムスリム に 不正 を 働く 者 に 対し て の が ゥ デー (祈願 ) : 





NZ リー クト アデ ビュ グー リン (人 に アッ シー の に 滴 層 あれ ) 言い まし だ て り 再 
載 の 役 8 の 日 、 私 た ち は 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 共に あり まし た 。 
(預言 者 は ) 言い まし た : “彼ら の 墓 と 家 を 、 ア ッ ラ ー が 炎 で 溢れ 返し て 下さ いま す よ 2 う 。 
私 た ち は 彼ら の せい で 、 日 が 沈む まで デス アル (午後 遅く の 礼拝 ) を する こと が 出来 ませ ん 
で し た ご 」 (デル テン ハデ テリ ー と ムスリム の 信 承 葛 




















2 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 ム ダル 部 族 に 対す る あな た の 懲罰 を 痛ま し いも の に し て 下さ い 。 ア 
ッ ラ ー よ 、 彼 ら に ユー ス フ (ヨセフ ) の それ の よう な 年 月 5 を お 与え 下さ い 。」( ア ル テ プ ブ 
ハー リー と ムスリム の 伝承 51) 


人 @ 助言 を 省 み ず イス ラー ム 法 に 背 い た 者 に 対し て 言わ れる こと : 


サラ マ ・ ブ ン ・ ア ル テ ア クワ ァ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と で ある 男 が 左手 で 食事 し て いま し た 。 そ 
れ で (アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た : 「“ 右 手 で 食べ よ 。” ( 男 は ) 言い まし た : “出来 ま 
0 652 の 使徒 は ) 言い まし た : “ああ 、 あ な た は そう 出来 な い 。” 男 は 購 慢 さゆ 

に それ (右手 で 食べ る こと ) を 拒ん だ の で し た 。 そ し て 男 の ( 右 ) 手 は (し びれ て ) ロ 
人 ORPPGRGDHD BIG の DUO 
































@⑯ 悪 を 撲滅 し よう と する 時 に 唱え る こと : 





アプ ドッ ラー・ ブ プン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : | 預言 
者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が マッ カ 入 城 さ れ た 時 、 カ アバ 神殿 の 周り に は 
860 の 偶像 が あり まし た 。 彼 は 棒 を 手 に それ ら を つき 壊し 始め 、 こ う 言 いま し た : 狼 真 理 
は 到来 し 、 虚妄 は 去っ た 。」( ア ル テ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 53) 











信 7 真正 な 伝承 。 ア ッ ニ タバ ラー ニー の 「 ア ルテニア ウサ ト 」(5320)。 アッー テニ スィ ルス イラ ト ・ ア デア ッ テ サ ヒ 
ー ハ (2737) 参照 。 

48 訳者 注 :「 軒 壊 の 役 」 と は ヒジ ュ ラ 暦 5 年 に 、 マ ディ ー ナ の 備 信 者 た ちや ユダ ヤ 教 徒 ク ライ ザ 部 族 の 
姦 計 と 協力 を も と に マッ カ 軍 が 部 族 連合 を 結成 し 、10000 を 超え る 兵 を も っ て マデ ィ ー ナ を 包囲 し た 出来 
事 。 物 質 的 戦力 に お いて 圧倒 的 に 劣る マデ ィ ー ナ 軍 は ペル シャ 人 サル マー ン の 提案 し た 当時 の アラ ブ 社 会 
で は 斬新 的 な 末 壌 と いう 戦略 を も っ て 対 財 し 、 ア ッ ラ ー の 御 力 を も っ て 敵 軍 を 退却 させ まし た 。 






























































49 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6896) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (627)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
50 訳者 注 : 早 湯 と 不作 が 長期 に わた っ て 続く こと 。 

51 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (1006) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (675)。 文章 は ムスリム の も の 。 

52 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (92021)。 

53 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (2478) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1781)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も 
の 。 
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@ 善行 を 施し て くれ た 者 に 言う こと : 





1ー イ ブン ・ ア ッ パ ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 伝え て いま す : 「 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が トイ レ に 入っ た の で 、 私 は 彼 に が ッ ー54 の た め の 
NIS する と ( 玉 言 者 は トイ レ を 出 た 後に ) 言い まし た : “これ を 置 

は 誰 だ ?” する と 彼 は 誰か か ら そ の こと を 聞き 、 こ う 言 いま し た : “アッ ラー よ 、 彼 

半生 2 の に 関す る 理解 力 を 与え た まえ 。"」( ア ル ニ テニ ブ ハー リー と ム 

スリ ム の 伝承 5) 














2ー ウ Cm ウ ツン ポン ャ イド 7 らち (に デッラ ー の ご 滑 旧 あれ ) は 言い まあ し た さく アッ シー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “善行 を 施さ れ 、 そ れ を し 
て くれ た 人 に 対し て : 「 ア ッ ラ ー が あな た に 最高 の 報奨 を お 与え 下さ いま す よ う 」 と 言う 
者 は 、( ア ッ ラ ー に 対す る ) 讃 圧 を 示し た 者 で ある 。"」 (アッー テ ティ ルミ ズィー の 伝承 56) 








@⑯ 果実 の 実り を 見 た 時 に 唱え る こと : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 人 々 は 果実 が な る と 、 
それ を まず 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 持っ て 行っ た も の で し 
た 。 そ し て アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は それ を 手 に する と 、 
こう 言い まし た : “アッ ラー よ 、 私 た ちの 果実 に お いて 私 た ち を 祝福 し て 下さ い 。 私 た ち 
の 町 に お いて 私 た ち を 祝福 し て 下さ い 。 私 た ちの ダー プ 57 に お いて 私 た ち を 祝福 し て 下さ 
い 。 私 た ちの スッ /58 に お いて 私 た ち を 祝福 し て 下さ い ・・・” そし て それ か ら 彼 の 最 年 
少 の 子供 を 呼び 、 そ れ を 与え た も の で し た 。」( ム スリ ム の 伝承 59) 








@ 喜ば し い 出 来 事 に あっ た 者 が する こと : 


アブ ー・ バ クラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 
視 福 と 平安 あれ ) は 喜ば し いこ と 、 あ る い は 嬉し いこ と が ある と 、 至 高 の ア ッ ラ ー へ の 感 
謝 の た め に アジ ング ( 伏 礼 ) し た も の で し た 。 (アッ テー ティ ルミ ズィー と イデ ジン ・ マ ー ジ ャ 
の 伝承 @0) 

















54 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 

位 の 洗浄 。 

55 サ ヒ ビーフ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (143) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2477)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

56 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ デ ティル ミズ ィ イー (2085)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー 

(1657)。 

57 訳者 注 : サー ア は マデ ィ ー ナ の 計量 単位 の 1 つ で 、 果 実 や 種子 ・ 尊 物 類 な ど に 用 いら れ ま す 。1 サー 

ア (2752ml) は 4 ムッ ド に 相当 し ます 。 

58 訳者 注 : ムッ ド は 両手 一 杯 に 相当 する 量 (お よそ 688ml) を 指し 、1 サー ア の 4 分 の 1 に あたり ます 。 

59 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1373)。 

60 良好 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1578)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ルミ ズィー 

(1282) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1394) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1143)。 文 章 は イ 
14 


















































@ 驚き や 喜び の 際 に 言う こと : 


1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 は マデ ィ ー ナ の ある 
道 で 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 会 いま し た が 、 彼 (アブ ー・ フ ライ 
ラ ) は その 時 不浄 な 状態 に あり まし た 。 そ れ で 彼 は こっ そり 抜け 出し 、 グ スズ 62 し に 行き 
まし た 。 それで 預言 者 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 彼 の こと を 探し まし た が 、 
條 が ( 頂 紳 者 の も よ に ) 戻る で て で ポ る ら 、 こ り 5 言 いま し た だ た: |! アテ クア ーー ララ イラ よ 、 ど に 
行っ て いた の か ?” (アプ ブー・ フ ライ ラ は ) 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 私 は 自分 カ 
不浄 な 状態 に ある 時 に あな た に 遭っ て し まい まし た . 私 は グ ス ル を する まで 、 あ な た と 共 
に いた く は な か っ た の で す 。” それ で (アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た : “ 祭 高 な る アッ ラ 
ー に 称え あれ 。 信 仰 者 は 乏 れ た り は し な い の だ 。”"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 


63) 
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2- イ プン ・ ア ッ パ ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が 伝え る と ころ に よる と - 中 

略 - !「 ウ マル は 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) よ 、 
あな た は あな た の 妻たち を 離婚 し た の で すか ?”" する と 彼 は 私 の 方 を 見 て 、 言 いま し た : 

"MO は 言 M ど ま じ し た し アッ クー は 信夫 ぷり さこ | (ゲル ラジ バー リー と みえ えり 

の 伝承 3) 











@⑯ 雲 や 雨 を 見 た 時 に 唱え る こと : 


アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) は 地平 線 の 向こう か ら 雲 が や っ て 来る の を 見 る と 、 例 え 礼拝 中 で あっ た と 
し て も それ を 中 断 し て そちら へ 向かい 、 こ う 言 いま し た :「“ ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 送ら れ 
た も の の 悪 か ら 、 あ な た の ご 加護 を を いま す 。” そし て も し 雨 が 降れ ば 2 回 、 あ る い は 8 
回 こう 言い まし た : “アッ ラー よ 、 豊 か で 有益 な 雨 を (お 恵み 下さ い )。” そし て 偉大 か つ 
荘厳 な る アッ ラー が それ を 止め られ 、 雨 が 上 が る と 、 そ の こと ゆえ に アッ ラー を 讃え まし 
た 。」 (アル テ ブ プ ハー リー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 5) 














⑯ 風 が 強く な っ た 時 に 唱え る こと : 





ブン ・ マ ー ジ ャ の も の 。 

61 訳者 注 : 性 交 や や 精液 の 放出 、 あ る い は 女性 の 月 経 や 産後 の 出血 な どの 、 イ スラ ー ム 法 上 に お ける 身体 
的 に 汚れ た 状態 の こと を 指し ます 。 こ の 状態 か ら 再び 清浄 な 状態 に 戻る に は 、 2 の スー 
要 と し ます 。 
62 訳者 注 : 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 全身 の 洗浄 。 
63 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (283)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (371)。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 
64 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (5191) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1479)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も 

の 。 

65 真正 な 伝承 。 ア ルー テ ブ ハー リー の 「 ア ル テ ア ダブ ・ ア ル テ ム フラ ド 」(707)、 サ ヒー フ ・ ア ル = テ アダ 
ブ ・ ア ル テ ム フラ ド (530)、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3889)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ 
(3187)。 
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アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 風 が 荒れ だ し た 時 に は 、 こ う 言 いま し た : “アッ ラー よ 、 私 た ち 
は あな た に その (つま り 風 の ) 良き 事 と 、 そ の 中 に ある 良き も の と 、 そ の た め に 送ら れ た 
と ころ の 良き 事 を 願い ます 。 そ し て その 悪 と 、 そ の 中 に ある 悪 と 、 そ の た め に 送ら れ た と 
ころ の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。"」 (ムスリム の 伝承 66) 














信 使用 人 へ の が ゥ デー (祈願 ) : 








アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 の 母 は 言い まし た : “アッ ラー 
の 使徒 よ 、 あ な た の 小間 使い (アナ ス の こと ) の た め に アッ ラー に ドゥ アー し て や っ て 下 
さい 。” (アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た : “アッ ラー よ 、 彼 の 財 と 子孫 を 増やし 、 あ な た 
が 彼 に 授け た も の に お いて 彼 を 祝福 し て 下さ い 。"」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 


67) 





@ 誰か の 他 の ムスリム を 褒め た い 時 に 言う こと : 


アブ ー・ バ クラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 - 中 略 - アッ ラー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 SE 
れ ば な ら な い 時 は 、 こ 2 う 言 う の だ : “アッ ラー こそ 真 の 裁定 を され る お 方 で あり 、 ア ッ ラ 

に 対し て 誰 の こと を 称え る つも り も あり ませ ん が 、 私 は 某 を 云々 の よう で ある と 思い ま 
す 。"」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 8) 








人 , 誰か に 語 め られ た 時 紀 汗 ca 





ウ ダ イ ・ ブ ン ・ ア ラ ト ッ ア は 言い まし た :「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) の 教 友 た ち は 誰か に 褒め られ た 時 に は 、 こ う 言 いま し た : “アッ ラー よ 、 彼 ら が 言う 
こと に 関し て 私 を 符 め な いで 下さ い 。 そ し て 彼ら が 知ら な いこ と に 関し て 私 を 御 赦 し 下さ 
い 。 そ し て 私 を 、 彼 ら が 思っ て いる 以上 に 良い 者 と し て 下さ い 。"」 (アル テ ブ ハー リー の 
伝承 69) 








66 ヒー フ ・ ム スリ ム (899)。 

ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6344) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (660)。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 
ヒー ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2662) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (3000)。 文章 は ムスリム の も の 。 

69 真正 な 伝承 。、 ア ル テ ブ ハー リー の 「 ア ル テ ア ダブ ・ ア ル テ ム フラ ド 」(782) 、 サ ヒー フ ・ ア ル テ ア ダ 
ブ ・ ア ル ニ テム フラ ド (585)。 


67 





68 
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